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１ 
漆黒のジャワの夜に響くガムラソの調べ。緑濃い熱帯の炎熱の昼の世界は、夜の帳の訪れとともに、どこまでも
続
く
深
い
闇
の
世
界
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
。
暗
闇
の
一
隅
に
人
形
が
ほ
の
見
え
る
。
朗
々
と
響
く
ダ
ラ
ソ
（
ワ
ャ
ソ
の
人
形
道
）
の
語
り
。
ブ
レ
ソ
チ
ョ
ソ
（
灯
火
）
に
照
ら
さ
れ
て
、
ク
リ
ル
（
幕
）
に
そ
の
影
を
お
と
す
ク
ヵ
ョ
ソ
。
そ
の
屹
立
す
る
姿
は
、
数
多
い
ワ
ャソの人形のなかでもとりわけ異彩を放っている。一夜のワャソの上演は、大地を象徴するバナナの幹（デポッグ）
の
舞
台
の
中
央
に
屹
立
す
る
こ
の
ク
カ
ョ
ソ
（
ま
た
は
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
）
が
、
ダ
ラ
ソ
の
手
に
よ
っ
て
う
ね
う
ね
と
動
か
さ
れ
る
こ
と
で
始
る
。
混
沌
と
し
た
世
界
に
霊
気
が
吹
き
こ
ま
れ
、
ワ
ャ
ソ
の
人
形
は
生
命
を
得
て
、
ジ
ャ
ワ
の
神
話
的
世
界
が
展
開
さ
れ
る
。
ク
ヵ
ョソ（またはカョソ）とは「樹木」の意味であり、グヌソガソとは「山のようなもの」のことである。クヵョソは
ワ
ャ
ソ
の
。
ハ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
に
お
い
て
、
あ
る
時
は
場
而
の
転
換
の
た
め
に
、
あ
る
時
は
山
や
火
や
風
を
あ
ら
わ
す
郷
台
装
樋
と
し
て
、
あ
る
時
は
場
所
の
象
徴
と
し
て
川
い
ら
れ
る
。
生
い
茂
る
樹
木
の
描
か
れ
た
そ
の
表
側
だ
け
が
う
ね
う
ね
と
、
あ
る
い
は
激
し
く
動
か
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
道
化
の
登
場
す
る
「
パ
テ
ヅ
ト
・
ソ
ソ
ゴ
」
（
館
二
部
）
の
冒
頭
（
ゴ
ロ
・
ゴ
ロ
）
で
は
、
赤
い
炎
あ
る
い
は
逆
ま
く
怒
涛
の
描
か
れ
た
そ
の
裏
側
が
、
反
転
し
て
正
面
に
向
け
ら
れ
る
。
正
面
と
は
ク
リ
ル
を
前
に
し
た
ダ
ラ
ソ
の
側
を
言
う
こ
と
に
し
よ
う
。
ク
ヵ
ョ
ソ
は
そ
の
象
徴
的
意
味
の
深
さ
と
と
も
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
に
お
い
て
も
種
々
の
役
割
を
荷
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
わ
ず
か
八
○
セ
ソ
チ
あ
ま
り
の
大
き
さ
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
情
報
量
は
巨
大
で
あ
る
。
ク
ヵ
ョ
ソ
の
解
読
が
、
ジ
ャ
ワ
や
バ
リ
の
演
劇
を
代
表
す
る
ワ
ャ
ソ
の
世
界
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
こ
と
に
誰
も
異
論
を
と
な
え
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
〃
ク
カ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ワ
の
宇
宙
樹
中
島
成
久
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カョソの図像の解釈を中心的な課題として、ウャソの。〈フォーマソスにおけるクヵョソの問題は別稿にゆずること
にする。
（一）
クカョソの図像はジャワとバリではやや異なる。またジャワのなかで可も、ソロ（スラヵルタ）様式のクヵョソと
！ 
鷲
図１１１１乞立するクカヨン(グヌンカ゛ソ)。ジョクジヤカルタ様式，上。
ゴロ・ゴIｺﾞの場Hiで反転するクカヨン，下。
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蕊 ;i蕊蝋i､鰯蕊i露蕊讓鑿蕊iiiiii霧蕊騨譲議iii：
図２ ジャワ各地のクカヨン三題。ジョクジヤカルタ，ハメンクブウォノ家
所蔵のクカヨン，上。西ジャワのクカヨン，下左。
孔雀の羽でできた束ジャワのワヤン・クリチル用のクカヨン，下右。
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ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
様
式
の
ク
ヵ
ョ
ソ
の
細
部
に
お
い
て
は
違
い
が
ふ
ら
れ
る
し
、
西
ジ
ャ
ワ
や
束
ジ
ャ
ワ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
（
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
）
に
は
特
独
な
型
式
の
も
の
が
見
う
け
ら
れ
る
。
ジ
ャ
ワ
各
地
の
様
式
の
違
い
に
ク
カ
ョ
ソ
の
変
災
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
主
に
ス
ラ
ヵ
ル
タ
様
式
の
ク
ヵ
ョ
ソ
を
念
頭
に
お
い
て
議
論
を
す
す
め
る
。
こ
れ
ま
で
の
ク
カ
ョ
ソ
に
つ
い
て
の
議
論
が
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
私
の
結
論
に
お
い
て
も
地
域
に
よ
る
変
異
は
ク
ヵ
ョ
ソ
の
本
質
の
決
定
に
正
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
は
、
下
方
が
少
し
く
び
れ
、
中
央
が
ふ
く
れ
、
上
方
が
細
く
尖
っ
た
流
線
型
を
し
て
い
る
。
バ
リ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
は
全
体
に
く
び
れ
の
な
い
寸
胴
型
を
し
て
い
る
。
と
も
に
左
右
対
称
形
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
部
に
描
か
れ
た
表
象
は
異
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
（
ス
ラ
カ
ル
タ
様
式
）
の
下
中
央
部
に
は
、
一
扉
の
閉
ざ
さ
れ
た
大
門
（
セ
ロ
ク
ナ
ソ
ク
プ
）
が
あ
図３ スラカルタ様式のクカヨン（グヌンガン)。
Sunardi，ArjunaKrama,ＰＮＢａｌａｉＰｕｓ‐ 
taka，１９７８１１).７より転載
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リ
、
門
の
両
側
に
抜
身
の
刀
を
持
っ
た
ラ
ク
サ
サ
（
羅
刹
）
の
門
番
（
ク
ル
ピ
ウ
ソ
）
が
立
っ
て
い
る
。
そ
の
大
門
の
屋
根
の
上
か
ら
一本の大木が上にのび、枝分かれしながら頂点に至っている。枝分かれした各所に、鳥、孔雀、虎Ｃ説には猫）、
猿
な
ど
の
動
物
が
描
か
れ
、
上
中
央
部
の
ま
ん
中
に
舌
を
出
し
た
コ
ロ
の
頭
部
像
が
見
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
様
式
の
ク
カ
ョ
ソでは、舌出しのコロ像はクカョソの裏側の中央部に描かれ、表側には大木に蛇がから承ついている図像である。
バ
リ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
に
は
大
門
も
、
そ
の
門
番
も
、
舌
出
し
の
コ
ロ
像
も
見
ら
れ
な
い
。
下
中
央
部
に
尾
を
巻
き
合
っ
た
二
頭
の
ナ
ガ
iii 
： 
ｉｉｉ iＩ 
バリ島のクカヨン，上南パリ，下北バリ，Hinzler，
ＢｉｍａＳｗａｇａｉｎＢａｌｉｎｅｓｅＷａｙａｎｇ，TheHague-
MartinusNijhoff，１９８１より噸赦
図４
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６（竜蛇）がいて、その頭部には海草がからんで天に向っている。その二頭のナガを難点として一本の大木が天にの
び
て
い
る
。
枝
は
細
か
く
分
か
れ
、
葉
は
鯵
蒼
と
茂
父
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
ナ
ガ
の
や
や
上
方
に
野
牛
と
獅
子
が
対
時
し
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
動
物
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
ジ
ャ
ワ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
が
き
わ
め
て
繊
細
で
調
和
の
と
れ
た
図
像
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
バ
リ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
は
よ
り
シ
ソ
プ
ル
で
素
朴
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
クヵョソの図像が何を意味しているかについて諸説紛女である。私は端的にジャワの宇宙樹だと考えているが、
そ
う
結
論
づ
け
る
前
に
、
ク
ヵ
ョ
ソ
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
学
説
を
検
討
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
私
の
コ
メ
ソ
ト
を
付
し
て
ふ
よ
う
。
ク
ヵ
ョ
ソ
は
メ
ル
ー
山
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
説
を
出
し
て
い
る
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
考
古
学
者
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
で
あ
（一一）
（一一一）
る
。
ジ
ャ
ワ
に
は
紀
一
工
数
世
紀
か
ら
約
千
五
百
年
間
に
わ
た
っ
て
稻
女
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
明
が
流
れ
こ
ん
だ
。
そ
の
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
文
川
の
中
心
を
な
す
の
が
メ
ル
ー
山
の
象
徴
で
あ
る
と
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
考
え
る
。
古
代
、
中
世
の
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
に
建
造
さ
れ
た
寺
院
は
何
よ
り
も
メ
ル
ー
山
の
象
徴
で
あ
る
と
彼
は
い
う
。
山
岳
霊
へ
の
信
仰
は
今
日
で
も
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
の
信
仰
生
活
の
雑
木
を
な
し
て
い
る
。
バ
リ
島
の
グ
ヌ
ソ
・
ア
グ
ソ
山
、
ジ
ャ
ワ
の
ラ
ウ
山
、
ム
ラ
ピ
山
な
ど
へ
の
信
仰
は
民
間
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
の
王
権
の
問
題
と
も
深
く
関
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
山
岳
へ
の
信
仰
は
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
明
が
到
来
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
「
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
文
明
を
受
容
す
る
基
盤
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
ス
ト
ゥ
ッ
（四）
テ
ル
ハ
イ
ム
は
次
の
よ
う
に
述
べ
い
て
る
Ｐ
「
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
は
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
教
の
チ
ャ
ソ
デ
ィ
（
神
々
の
山
）
と
イ
ソ
ド
、
ネ
ン
ァ
人
の
魂
の
地
で
あ
る
山
と
を
締
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
・
ジ
ャ
ワ
の
チ
ャ
ソ
デ
ィ
は
そ
の
外
的
な
形
態
の
ゑ
な
ら
ず
、
そ
の
内的価値の点からも理解されるべきであると訴えたい。それはヒンドゥー寺院の其のヒンドゥーの述物ではない。
そ
の
形
、
起
源
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
だ
が
、
純
粋
に
イ
ソ
ド
ネ
ン
ァ
的
観
念
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
そ
れ
は
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
の
影
響
が
イ
ソ
ド
ネ
ン
ア
人
に
い
か
に
受
容
ざ
れ
消
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
示
す
よ
い
例
で
あ
る
」
。
山
岳
が
イ
ソ
ド
ネ
ン
ァ
に
お
い
て
魂
の
地
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
の
例
以
外
に
、
ボ
ル
ネ
オ
の
ド
ゥ
ス
ソ
族
は
死
霊
は
キ
ナ
バ
ル
山
に
行
く
と
信
じ
て
い
る
。
ス
ト
ゥ
ッ
テ
ル
〈
イ
ム
は
、
魂
の
救
済
の
場
で
あ
る
山
岳
に
、
イ
ン
ド
の
メ
ル
ー
山
表
象
が
結
合
し
、
そ
こ
か
ら
ワ
ャ
ソ
の
ク
カ
ョ
ソ
が
発
生
し
た
と
考
え
て
い
る
。
『
ジ
ャ
ワ
の
演
劇
』
を
書
い
た
カ
ッ
ッ
は
、
束
ジ
ャ
ワ
の
寺
院
に
あ
る
三
角
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鱗鎚鱒瀞…i>鰍
束ジャワの三寺院にふられる三角形の木のモチーフ，士。チャン
ディ・チェポンガン，下左。チャンディ・ジャゴ，下右。チャン
ディ．センダン．ドウフル。Stutterheim,1926,Ｐ３４６より転載。
図５
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ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
ク
ヵ
ョ
ソ
は
メ
ル
ー
山
の
表
象
で
あ
る
と
考
え
る
第
二
の
根
拠
は
、
中
仙
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
の
詩
寺
院
に
描
か
れ
た
極
々
の
動
物
表
象
で
あ
る
。
例
え
ば
、
亀
の
基
台
に
乗
る
バ
リ
の
多
数
の
寺
院
、
東
ジ
ャ
ワ
の
。
〈
ナ
タ
ラ
ソ
寺
院
の
蛇
の
図
、
中
ジ
ャ
ワ
の
ロ
ロ
・
ジ
ョ
ソ
グ
ラ
ソ
寺
院
の
動
物
群
像
等
々
。
あ
る
い
は
一
八
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
マ
ソ
・
サ
リ
の
一
つ
の
戸
口
に
兄
ら
れ
る
メ
ル
ー
山
、
鳥
、
他
の
動
物
表
象
。
更
に
ジ
ャ
ワ
の
住
居
の
一
部
に
は
、
稲
の
女
神
デ
ウ
ィ
・
ス
リ
を
祀
る
部
児
（
ク
ロ
ポ
ソ
ガ
ソ
）
が
あ
る
。
ス
ト
ワ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
出
会
っ
た
あ
る
ク
ロ
ポ
ソ
ガ
ソ
に
は
、
二
つ
の
紬
の
像
が
飾
ら
れ
、
そ
の
他
に
花
嫁
・
花
始
の
像
（
デ
ウ
ィ
・
ス
リ
と
サ
ド
ノ
？
）
が
あ
っ
た
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
こ
う
し
た
寺
院
等
に
描
か
れ
た
動
物
表
象
は
、
す
べ
て
メ
ル
ー
山
表
象
に
登
場
す
る
動
物
表
象
（
し
わ
ヨ
ロ
ロ
日
の
ロ
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
ク
ヵ
ョ
ソ
の
な
か
に
描
か
れ
た
鳥
、
蛇
、
虎
（
猫
）
な
ど
の
動
物
も
結
局
は
、
メ
ル
ー
山
の
ア
ン
ュ
ウ
ィ
ソ
・
デ
ィ
ー
レ
ソ
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
イ
ソ
ド
で
は
そ
う
し
た
ア
ン
ュ
ウ
ィ
ソ
・
デ
ィ
ー
レ
ソ
は
ラ
イ
オ
ソ
の
随
員
と
な
り
、
太
陽
神
と
結
び
つ
く
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
主
張
で
は
、
ク
ヵ
ョ
ソ
は
天
界
山
（
国
の
Ｂ
２
団
の
Ｈ
巴
の
象
徴
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ク
ロ
ポ
ソ
ガ
ソ
に天界の使者の猫の像が飾られているのは、クロポソガソがデウィ・スリ（大地）とグル（天）の聖婚の場である
こ
と
を
劇
的
に
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
ク
ヵ
ョ
ソ
に
は
動
物
表
象
以
外
に
も
天
に
の
び
る
樹
木
、
大
門
、
大
門
の
番
人
、
舌
を
出
し
た
コ
ロ
像
と
い
っ
た
表
象
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
そ
の
な
か
の
樹
木
、
大
門
、
番
人
と
い
っ
た
も
の
に
ついては何も触れていない。
結
合
し
て
、
ビ
モ
（一ハ）
Ｊも磯している。
ス
ト
ゥ
ッ
テ
ル
（五）
形の木のレリーフがグヌソガソ（クヵョソ）の原型をなすと述べている。この考えはストウッテルハイムＪも支持し
ており、西暦一四世紀頃には現在のグヌソガソの姿ができあがったと彼らは推定している。ジャワのマジャ。〈ヒト
刺
全
廠
の
こ
の
時
代
に
、
ジ
ャ
ワ
に
伝
来
し
た
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
文
明
の
ジ
ャ
ワ
化
が
大
い
に
進
展
し
た
。
仏
教
、
シ
バ
教
は
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
と
混
潴
し
、
王
は
「
シ
バ
・
ブ
ッ
ダ
」
と
い
う
称
号
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
シ
バ
の
リ
ソ
ガ
Ⅱ
山
岳
Ⅱ
ブ
ッ
ダ
Ⅱ
メ
ル
ー
山
と
い
う
観
念
連
合
の
産
物
で
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
化
の
特
徴
と
な
る
。
ワ
ャ
ソ
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
ビ
モ
と
魂
の
救
済
と
が
結
合
し
て
、
ビ
モ
を
祀
る
寺
院
が
山
岳
の
礼
拝
所
に
建
て
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
、
ラ
ウ
山
の
ス
タ
ー
寺
院
に
そ
の
痕
跡
を
今
日
で
Hosei University Repository
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確
か
に
ス
ト
ウ
ッテルハイムが指摘するように、インドネシアにはメルー山を象徴する例が数多く承られる。ジョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
王
宮
儀
礼
の
グ
ヒ
ヘ
ッ
グ
で
、
王
宮
か
ら
王
宮
の
モ
ス
ク
へ
運
ば
れ
る
山
形
の
飾
り
物
は
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
と
呼
ば
れ
（七）
る。しかもこの時のグヌソガソは、男性原理と女性原理を象徴した二種類が登場し、ジャワの王権の解明には一不唆
的である。供物（サジェソ、スサジ）の一つである円錐に盛られた御飯（トゥソ。〈ソ）もメルー山の象徴だと一一一一口わ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ゥ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
こ
う
し
た
も
の
以
外
に
も
、
山
岳
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
（
チ
ャ
ソ
デ
ィ
）
も
、
ワ
ャ
ソ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
も
す
べ
て
メ
ル
ー
山
の
表
象
と
の
関
連
で
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。
一
四
世
紀
ま
で
ス
マ
ト
ラ
に
栄
え
た
仏
教
国
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
朝
は
、
「
山
の
王
」
と
い
う
意
味
の
国
名
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
の
「
シ
バ
・
ブ
ッ
ダ
」
王
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
Ｃ
・
ギ
ァ
ッ
は
そ
の
『
ネ
ガ
ラ
』
の
な
か
で
、
バ
リ
の
宇
宙
論
に
お
い
て
「
世
界
の
軸
（
ウ
キ
ラ
ソ
）
」
と
し
て
の
山
岳
、
寺
院
が
中
心
を
な
す
こ
と
（八）
を
指
摘
し
て
い
る
。
ギ
ァ
ッ
は
世
界
軸
と
し
て
の
ウ
キ
ラ
ソ
と
し
て
、
バ
リ
の
信
仰
の
中
心
に
な
る
ア
グ
ソ
山
と
そ
の
中
腹
に
建
て
ら
れ
て
い
る
バ
リ
の
寺
院
の
総
本
山
ブ
ス
キ
寺
院
の
例
を
あ
げ
る
。
そ
の
ほ
か
に
火
葬
の
葬
式
堵
（
バ
デ
）
も
そ
う
し
た
ウ
キ
ラ
ソ
と
し
て
の
メ
ル
ー
山
で
あ
る
と
い
う
。
だ
が
ギ
ア
ッ
は
、
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
よ
う
に
天
界
山
と
い
う
考
え
は
と
ら
な
い
。
世
界
の
軸
と
は
、
「
天
と
地
、
そ
れ
に
地
獄
が
連
結
す
る
中
心
、
鵬
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
シ
バ
・
ブ
ッ
ダ
」
王
と
名
の
る
ジ
ャ
ワ
の
諸
王
も
そ
う
し
た
世
由
軸
の
中
心
を
な
す
と
い
い
う
る
。
そ
れ
は
王
の
名
称
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
ス
ラ
ヵ
ル
タ
の
パ
ク
プ
ウ
ォ
ノ
家
は
、
「
世
界
の
爪
」
の
意
味
で
あ
り
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
バ
ク
・
ア
ラ
ム
家
は
、
「
宇
澗
の
爪
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
が
、
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
は
メ
ル
ー
山
で
あ
る
と
い
う
時
、
汎
イ
ソ
ド
ネ
ン
ア
的
表
象
で
あ
る
字
雨
靴
と
し
て
の
山
岳
の
観
念
へ
の
配
慮
は
ゑ
ら
れ
な
い
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
あ
く
ま
で
も
、
ク
カ
ョ
ソ
（
ブ
ヌ
ソ
ガ
ソ
）
は
天
界
山
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ク
カ
ョ
ソ
に
描
か
れ
た
動
物
は
す
べ
て
、
イ
ン
ド
の
メ
ル
ー
山
表
象
に
よ
く
登
場
す
る
「
ア
ン
ュ
ウ
ィ
ソ
・
デ
ィ
ー
レ
ソ
」
で
あ
り
、
ク
カ
ョ
ソ
Ⅱ
メ
ル
ー
山
説
を
補
強
す
る
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
ク
カ
ョ
ソ
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
動
物
表
象
は
一
定
し
て
い
な
い
し
、
ジ
ャ
ワ
と
バ
リ
で
は
異
な
る
。
た
と
え
ス
ト
ワ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
言
う
よ
う
に
ク
カ
ョ
ソ
に
描
か
れ
た
動
物
表
象
が
イ
ソ
ド
の
メ
ル
ー
山
に
結
合
し
て
い
る
ア
ン
ュ
ウ
ィ
ソ
・
デ
ィ
ー
レ
ソ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
ク
カ
ョ
ソ
の
細
部
の
す
べ
て
を
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
な
か
の
虎
（
猫
）
、
コ
ロ
の
頭
部
像
は
太
陽
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
虎
（
紬
）
は
メ
ル
ー
山
の
頂
上
部
で
太
陽
を
守
る
動
物
で
あ
る
と
い
う
。
コ
ロ
と
は
カ
ー
ラ
（
時
）
の
ジ
ャ
ワ
語
読
み
で
あ
る
。
カ
ー
ラ
と
は
「
時
を
測
る
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
の
《
【
巳
》
よ
り
派
生
し
た
。
古
代
イ
ソ
ド
で
は
時
を
測
る
こ
と
は
太
陽
の
連
行
を
元
（九）
に
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
か
ら
、
【
四
口
が
太
陽
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
連
合
が
出
て
き
た
。
ジ
ャ
ワ
で
も
「
時
を
測
る
」
と
い
う
カ
ー
ラ
の
元
来
の
意
味
は
、
か
す
か
な
形
で
は
あ
る
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ク
カ
ョ
ソ
の
舌
出
し
の
コ
ロ
像
は
、
ジ
ャ
ワ
の
寺
院
の
魔
除
け
と
し
て
特
に
シ
バ
教
の
寺
院
に
よ
く
承
ら
れ
る
チ
ー
ル
テ
ィ
ム
コ
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
キ
ー
ル
テ
ィ
ム
ヵ
の
山
来
を
簡
単
に
述
べ
て
み
る
。
シ
バ
の
妻
の
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
を
狙
う
ジ
ャ
ラ
ソ
ダ
ラ
は
、
日
・
月
を
食
し
て
日
・
月
食
を
お
こ
す
と
い
う
ラ
ー
フ
を
仙
わ
し
て
、
そ
の
妻
を
渡
す
よ
う
要
求
し
た
。
ラ
ー
フ
の
述
べ
る
要
求
を
聞
い
た
シ
バ
は
、
旧
間
の
節
一
一
一
の
目
か
ら
弾
丸
を
発
射
し
、
そ
れ
は
す
ぐ
恐
ろ
し
い
ラ
イ
オ
ソ
の
頭
を
し
た
悪
魔
に
変
わ
っ
た
。
ラ
ー
フ
は
シ
バ
の
放
っ
た
怒
れ
る
半
ラ
イ
オ
ソ
に
恐
れ
を
な
し
て
、
シ
バ
の
衣
類
の
な
か
に
隠
れ
た
。
シ
バ
は
ラ
ー
フ
を
許
し
た
が
、
半
ラ
イ
オ
ソ
は
獲
物
に
あ
り
つ
け
ず
イ
ラ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
シ
バ
は
半
ラ
イ
オ
ソ
に
自
分
自
身
の
体
を
食
べ
る
よ
う
命
じ
た
。
半
ラ
イ
オ
ソ
は
自
分
の
手
、
足
、
体
を
食
べ
頭
だ
け
が
洩
っ
た
。
そ
の
悌
物
は
シ
バ
・
ル
ー
ド
ラ
（
ル
ー
ド
ラ
Ⅱ
川
え
る
者
）
と
呼
ば
れ
、
シ
バ
の
破
壊
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
半
ラ
イ
オ
ソ
は
シ
バ
の
子
供
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
キ
ー
ル
テ
ィ
ム
カ
（
栄
光
の
顔
）
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
キ
ー
ル
テ
ィ
ム
カ
は
、
シ
バ
教
寺
院
の
恭
台
に
置
か
れ
た
が
、
の
ち
に
同
じ
機
能
を
は
た
す
マ
ヵ
ー
ラ
と
い
う
怪
物
の
ワ
ニ
と
並
散
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
存
在
で
病
気
や
死
を
も
た
ら
す
悪
魔
は
退
散
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
特
に
ラ
ー
フ
に
対
す
る
怒
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
。
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
キ
ー
Ｃ○） 
ル
テ
ィ
ム
コ
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
楼
む
悪
鬼
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
一
般
的
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
舌
出
し
コ
ロ
像
も
、
単
な
る
魔
除
け
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
時
の
観
念
と
し
て
の
コ
ロ
は
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
も
我
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
の
悪
魔
祓
い
ル
ワ
タ
ン
に
登
場
す
る
悪
魔
は
ブ
ト
ロ
・
コ
ロ
と
呼
ば
れ
る
。
ブ
ト
ロ
・
コ
ロ
は
シ
バ
の
誤
れ
る
性
液
（
コ
モ
・
サ
ラ
ー
）
が
海
上
に
落
ち
、
そ
こ
で
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
。
シ
バ
が
妻
あ
る
い
は
女
修
行
者
に
時
な
ら
ぬ
欲
望
を
感
じ
て
、
拒
ば
れ
た
た
め
、
性
液
を
海
に
落
と
し
た
こ
と
が
ブ
ト
ロ
・
コ
ロ
の
誕
生
の
原
因
で
あ
る
。
化
け
物
の
顔
を
し
た
ブ
ト
ロ
・
コ
ロ
は
そ
の
食
物
に
、
生
き
た
人
間
を
襲
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
ブ
ト
ロ
・
コ
ロ
に
命
を
狙
わ
れ
る
人
の
こ
と
を
メ
ヶ
ル
ト
と
い
う
が
、
六
○
獅
類
に
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し
お
よ
ぶ
ス
ヶ
ル
ト
の
属
性
は
、
す
べ
て
時
の
運
行
の
異
常
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
、
「
日
・
月
食
の
記
号
論
」
を
（一一）
参
照
し
て
欲
し
い
。
ジ
ャ
ワ
で
も
バ
リ
で
も
、
ブ
ト
ロ
・
コ
ロ
と
日
・
月
を
食
す
と
い
う
ラ
ー
フ
は
殆
ど
同
一
の
悪
魔
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
は
と
も
に
時
の
運
行
の
異
常
と
関
り
あ
う
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
コ
ロ
像
は
太
陽
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
説
が
正
し
い
こ
と
を
支
持
し
な
い
。
ジ
ャ
ワ
を
含
め
た
イ
ソ
ド
ネ
ン
ァ
に
太
陽
神
崇
拝
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
太
陰
暦
を
元
に
す
る
ジ
ャ
ワ
の
暦
法
で
も
、
太
陽
は
中
心
的
役
剖
を
は
た
し
て
こ
な
か
っ
た
。
（一一一）
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
ほ
の
め
か
す
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
Ⅱ
太
陽
説
を
大
胆
に
唱
埠
え
る
の
が
エ
ン
ェ
ー
レ
で
あ
る
。
エ
ン
ェ
ー
レ
は
、
イ
ン
ド
の
メ
ル
ー
山
表
象
に
し
ば
し
ば
議
場
す
る
獅
子
に
乗
っ
た
太
陽
樹
の
図
像
を
根
拠
に
、
グ
ヌ
ン
ガ
ン
そ
の
も
の
も
ま
た
そ
こ
に
柵
か
れ
た
動
物
も
太
陽
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
グ
ヌ
ン
ガ
ン
は
古
い
イ
ン
ド
の
太
陽
樹
の
例
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
う
。
更
に
エ
ン
ェ
ー
レ
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
楽
園
樹
に
太
陽
神
的
性
格
が
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
と
古
代
イ
ン
ド
と
の
結
び
つ
き
を
想
定
し
、
イ
ン
ド
を
経
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽
樹
が
ジ
ャ
ワ
に
ま
で
入
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
楽
園
樹
で
あ
る
高
い
シ
コ
ム
ー
ル
の
木
（
イ
チ
ジ
ク
の
一
種
）
は
、
神
Ⅱ
太
陽
神
の
居
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
説
で
は何の一一一一口及もなかった大川（セロ・クナソクプ）をエンェーレは、太陽神の入り口であるといい、下界（限界）へ
の
入
り
口
で
も
あ
る
と
い
う
。
だ
が
エ
ン
ェ
ー
レ
の
説
か
ら
は
、
こ
の
論
述
の
後
半
の
部
分
は
導
び
か
れ
な
い
。
筆
者
に
と
っ
て
は
こ
の
後
半
の
説
明
の
方
が
よ
り
魅
力
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
は
エ
シ
ェ
ー
レ
説
そ
の
も
の
を
総
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
筆
者
は
、
抜
身
の
刀
を
持
っ
た
門
番
（
ク
ル
ビ
ウ
ン
）
に
守
ら
れ
た
大
門
（
セ
ロ
・
ク
ナ
ン
ク
プ
）
を
、
東
ジ
ャ
ワ
や
バ
リ
船
で
よ
く
見
ら
れ
る
判
れ
門
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
考
え
て
い
る
。
山
を
垂
直
に
切
り
割
い
た
よ
う
な
こ
の
門
は
、
地
下
界
（
腰
界
）
へ
の
入
り
口
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
エ
ン
ェ
ー
レ
は
論
文
の
最
後
で
、
ク
カ
ョ
ソ
Ⅱ
太
陽
説
と
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
バ
ン
ヤ
ン
樹
（
ベ
ン
ガ
ル
菩
提
樹
）
と
ク
カ
ョ
ソ
と
の
関
連
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
エ
ン
ェ
ー
レ
の
こ
の
発
言
は
唐
突
な
も
の
で
、
彼
は
そ
の
根
拠
を
何
ら
示
し
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ブ
リ
ン
ギ
ソ
（
ワ
リ
ソ
ギ
ソ
）
と
呼
ば
れ
る
こ
の
木
は
、
イ
ソ
ド
ネ
ン
ア
の
神
話
・
伝
説
の
な
か
に
よ
く
登
場
し
、
近
要
な
象
徴
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
ク
カ
ョ
ソ
の
原
型
は
こ
の
バ
ソ
ャ
ソ
樹
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
結
論
づ
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け
る
根
拠
と
し
て
、
イ
ソ
ド
ネ
ン
ア
の
口
頭
伝
承
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
ゑ
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
バ
ソ
ャ
ソ
樹
が
イ
ソ
ド
ネ
ン
ア
共
和
国
の
国
章
と
か
、
ゴ
ル
ヵ
ー
ル
（
ゴ
ロ
ソ
ガ
ソ
・
カ
ル
ャ
）
の
標
章
と
か
に
何
故
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
熔
樹
（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
の
よ
う
に
枝
か
ら
太
い
気
根
を
何
本
も
地
上
に
垂
ら
プ
リ
ソ
ギ
ソ
す》」の菩提樹のことを、イソドネンアの人女は天と地をつなぐものとして理解している。インドネシアの創世神話
llliI 
llliiiMlIiIIiil1lllllllllil1１ 
$蝋$ii騨蕊蟻鍵溌蝋灘蕊蕊溌溌蕊蕊i灘鍵騨！
図６ ジョクジャ市内のバンヤン樹，上とゴル
カールのシンボルマークに描かれたバン
ヤン樹（ブリンギン)，下。
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（一一一一）
では、天と地の分離によって現在の世界が始ったとするＪものが多い。ディクソソは次のような事例を紹介している。
イ
フ
ガ
オ
族
で
は
、
空
は
か
つ
て
地
上
に
低
く
た
れ
こ
め
て
い
た
の
で
人
々
は
槍
が
使
え
な
か
っ
た
。
ま
た
空
は
人
を
食
べ
る
こ
と
が
好きで人間は絶滅しつつあった。このため助力を要請された神々の一人が、坐ったままの格好から突然立ち上り、
頭と肩で天を高く遠くに押しあげた。タガログ族では、空はかつて非常に低かったので手でふれることができた。
人間は遊んでいる時頭をよく空にぶつけ、怒ると人々は空に石を投げつけた。このため神々は現在の位置まで空を
ひ
き
あ
げ
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
マ
ナ
ポ
族
で
は
空
が
非
常
に
近
づ
い
て
い
た
の
で
、
あ
る
女
が
稲
を
搗
く
杵
で
空
を
た
た
い
た
。
す
る
（一四）
と空は高く高く上っていったｐ東インド、ネンァのケダソ族では、原初の世界は雨雲が山裾低くたれこめるように、
天は地上低くたれこめていたとされている。人間はバソャソ樹に登って天と地を自由に往来していた。人間はある
キ
ッ
カ
ケ
か
ら
こ
の
木
の
気
根
を
切
り
、
天
と
地
の
分
離
を
図
っ
た
。
天
と
地
が
未
分
化
な
状
態
は
「
イ
ソ
セ
ス
」
の
状
態
と
同
一
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
天
と
地
の
分
離
を
図
る
こ
と
は
、
人
間
が
イ
ソ
セ
ス
ト
・
タ
ブ
ー
を
自
ら
に
課
し
、
現
在
の
文
化
の
根
底
をなす秩序に目ざめたということである。そして切られたバソャソ樹は空高く上ってゆき、満月の時の暗い模様と
して今でＪもその痕跡を見ることができるという。月の海をバソャソ樹として見なすのは汎インドネシア的現象で、
その背景にこの天地の分離神話が存在している。例えば、「ヨタカは何故満月の夜になくのか」という南スラゥェ
（一五）
シの民話は次のような展開をとげる。安全なロ灯の世界に隔離された天界の王女は、地上の赤い花に心を奪われ、侍
女のとめるのｊもきかず地上におりていった。赤い花と見えたのはあちこちにバラまかれていたキビで、それがワナ
だと気づいた王女は天に帰ろうとしたが、空を飛ぶ翼を動かすことができなくなり、高い木にとまっていた。やが
て彼女の体はヨタカとなり、満月の夜枝から枝へと飛びながら、故郷の月へ帰ろうと何度氷）試ゑているのである。
彼女の乳母は王女の帰りを待って、大きなバソャソ樹の下で待っている。地上からその姿を満月の夜見ることがで
き
る
。
イ
ソ
ド
ネ
ン
ア
で
よ
く
承
ら
れ
る
片
側
人
間
の
物
語
に
お
い
て
、
片
側
人
間
は
難
難
辛
苦
の
末
に
天
界
へ
至
り
、
完
全
な
人
間
（一一ハ）
性を取り一尻して下界に帰還するが、彼の天と地の往来を可能にするのは多くの場合巨大なバンヤン樹である。バソ
ャソ樹をめぐる神話・伝説を探ってゆくと、Ｊもっと多くの事例を検討しなければならないが、本稿ではこれだけで
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十分であろう。バソャソ樹は天と地が未分化で混沌とした状態をあらわしているわけで、バソャソ樹を媒介として
天
地
の
往
来
が
可
能
に
も
な
り
、
ま
た
現
在
の
秩
序
が
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ェ
ー
レ
が
こ
う
し
た
事
実
を
熟
知
し
て
い
て
、
ク
カ
ョ
ソ
の
原
型
と
し
て
バ
ソ
ャ
ソ
樹
に
言
及
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
エ
ン
ェ
ー
レ
説
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
、
ク
ヵ
ョ
ソ
Ⅱ
太
陽
神
説
で
あ
っ
て
、
ク
ヵ
ョ
ソ
と
バ
ソ
ャ
ソ
樹
と
の
関
係
は
ほ
ん
の
付
け
足
し
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
筆
者
に
と
っ
て
は
そ
の
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
す
る
と
、
エ
ン
ェ
ー
レ
の
い
う
大
門
Ⅱ
腰
界
の
入
り
口
論
が
生
き
て
く
る
。
ク
ヵ
ョ
ソ
全
体
は
混
沌
と
し
た
宇
宙
の
象
徴
で
あ
る
の
だ
が
、
大
門
で
示
さ
れ
た
世
界
は
地
下
界
で
あ
る
。
バ
リ
の
ク
ヵ
ョ
ソ
で
は
大
門
の
か
わ
り
に
二
頭
の
尾
を
か
ら
ま
せ
た
龍
蛇
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
龍
蛇
は
地
下
界
の
支
配
者
で
あ
る
事
実
を
考
え
る
と
、
筆
者
の
説
は
バ
リ
の
例
に
も
当
て
は
ま
る
。
筆
者
は
ク
カ
ョ
ソ
の
原
型
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
汎
く
承
ら
れ
る
バ
ソ
ャ
ソ
樹
に
関
す
る
象
徴
的
世
界
を
想
定
し
て
い
る
が
、
Ｃ
七
）
過
去
の
学
説
史
の
な
か
で
ヒ
デ
ィ
ソ
説
ほ
ど
一
同
く
評
価
で
き
る
も
の
は
な
い
。
ヒ
デ
ィ
ソ
は
ワ
ャ
ソ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
に
お
け
る
ク
ヵ
ョ
ソ
の
問
題
の
存
在
に
も
気
づ
い
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
エ
ン
ェ
ー
レ
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
ク
ヵ
ョ
ソ
論
に
、
自
分
な
り
の
一
石
を
投
じ
た
い
と
考
え
て
ヒ
デ
ィ
ソ
は
ク
カ
ョ
ソ
論
を
始
め
て
い
る
。
ヒ
デ
ィ
ソ
は
ラ
ッ
セ
ル
ス
の
『パソジ・ロマソ』論に影響を受けて、ワャソの主題は天と地の聖婚による地上の秩序の安寧ということに尽きる
と
考
え
る
。
そ
し
て
地
上
の
世
界
は
、
死
ぬ
べ
き
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
死
は
最
終
的
に
は
人
間
に
祝
福
を
与
え
る
地
下
界
へ
と
通ずろ。ヒディソはこのような前提から、「ラーマーャナ」における羅刹王ラウォノの宮殿にある。ハリジャタ樹や、
他の演目における同種の木のことを検討する。羅刹王という死と破壊をもたらす王国が、いかに祝福と結びつくか
ヒディソの記述は明瞭でない。ヒディソは天界と地下界が互換性を持つことを指摘して、そのことによって地下界
に
お
け
る
死
は
究
極
に
お
い
て
は
豊
穣
・
生
産
と
結
び
つ
く
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
確
か
に
天
界
と
地
下
界
が
互
換
性
を
も
つ
こ
と
（一八）
は、筆者自身も別の論稿で明らかにした。ただヒディソの論の展開は説得力が少ない。次にヒディソは、大門に時
々水の入った箱が描かれているクカョソに注目する。ヒディソはその水を生命力をもつもの、つまり海の力、ある
いはアミルタ（生命の水）であって、地下界の象徴であると考える。そしてヒディソは、ストワッテルハイムのク
ヵョソはメルー山である（太陽神）とする税に反対する。インドネシアで語られるメルー山は、「タソトゥー．。〈
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ソゲララソ）で記されたように、ジャワへのメルー山の設置を物語るが、そこでアミルタが重要な意味を持ってい
て、地下界の属性とメルー山が結びつく証拠であるという。だがここでもヒディソの批判は根拠に乏しい。メルー
山を宇宙軸と捉えたら良いのに、何とか地下界のふとの関連にその意味を押しこめようとするから議論が発展しな
いのである。そして最後にクヵョソの原型として、ガジュ・ダャク族の可〈タン・ガリソ」（生命の樹）が考えら
れることを指摘する。ヒディソがシェーラーの研究が完成する以前にガジュ・ダャク族の．〈タン・ガリソに注目
し、それとクヵョソとの関連性を指摘したことには敬服せざるを得ない。パタン・ガリソとは、ガジュ・ダャク族
の考える宇宙を象徴した木である。原初の海から一本の木が生長し、その木の上部から天界、宇宙、大地そして人
図７（生命の）水の描かれたクカヨン，
Pigeaud,LiteratureofJava,Vol． 
Ⅲ,TheHague,MartillusNijhoff， 
1970,より転載。
Hosei University Repository
1６ 
こ
の
ヒ
デ
ィ
ソ
説
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
ジ
ャ
ワ
文
学
研
究
者
ラ
ス
に
よ
っ
て
積
極
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ラ
メ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
ロ九）
の
『
パ
ソ
ジ
・
ロ
マ
ソ
』
研
究
解
題
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
パ
ソ
ジ
・
ロ
マ
ソ
の
本
質
は
天
と
地
の
合
一
を
示
す
王
家
の
結
蛎
劇
で
あ
っ
て
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
の
よ
う
に
証
明
で
き
な
い
原
初
の
社
会
組
織
に
依
拠
し
て
は
な
ら
な
い
。
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
本
質
は
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
の
サ
ガ
ラ
ソ
（
バ
ク
ソ
・
ガ
リ
ソ
、
生
命
の
樹
）
に
あ
る
」
と
。
サ
ガ
ラ
ソ
が
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
の
宇
宙
を
示
す
樹
木
で
あ
る
こ
と
は
ヒ
デ
ィ
ソ
説
の
紹
介
の
節
で
述
べ
た
。
既
に
筆
者
は
、
宇
宙
軸
と
し
て
の
バ
ソ
ャ
ソ
樹
の
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
で
は
汎
イ
ソ
ド
ネ
ン
ァ
的
象
徴
で
あ
る
バ
ソ
ャ
ソ
樹
が
表
象
す
る
も
の
を
、
よ
り
複
雑
化
し
た
表
現
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ラ
ス
は
、
［
天
叩
地
］
叩
禺
犀
鳥
叩
水
蛇
〕
と
い
う
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
に
み
ら
れ
る
宇
宙
の
榊
造
的
対
比
を
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
（
ク
ヵ
ョ
ソ
）
の
な
か
に
も
見
い
出
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
な
か
か
ら
、
［
ガ
ル
ー
ダ
叩
蛇
］
と
い
う
対
比
を
導
き
だ
す
。
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
な
か
に
ガ
ル
ー
ダ
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
蛇
は
ガ
ル
ー
ダ
の
鋭
い
爪
に
常
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ガ
ル
ー
ダ
な
し
に
蛇
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
蛇
も
ガ
ル
ー
ダ
も
と
も
に
描
か
れ
て
い
な
い
場
合
の
方
が
多
い
。
そ
も
そ
も
ガ
ル
ー
ダ
は
太
陽
鳥
と
呼
ば
れ
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
に
ガ
ル
ー
ダ
の
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
エ
シ
ェ
ー
レ
は
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
Ⅱ
太
陽
神
説
を
唱
え
る
根
拠
の
一
つ
に
し
て
い
る
。
だ
が
ガ
ル
ー
ダ
の
図
像
は
も
と
も
と
、
天
を
支
配
す
る
鳥
と
地
（
水
）
を
支
配
（一一○）
する蛇で象徴された天と地の宇宙論的表現であるとするツィソマーの見解を、筆者は一局く評価したい。ジャワでも
ガ
ル
ー
ダ
は
ヴ
ィ
ン
ュ
ヌ
神
の
化
身
で
あ
る
王
の
乗
り
物
と
し
て
多
く
の
彫
像
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
天
と
地
を
媒
介
す
る
「
シ
バ
・
ブ
ッ
ダ
」
王
と
し
て
の
ジ
ャ
ワ
の
王
に
明
瞭
に
託
さ
れ
た
天
と
地
の
対
立
と
合
一
の
観
念
が
読
孜
と
れ
る
。
ガ
ル
ー
ダ
は
そ
こ
で
で
あ
る
。
バ
タ
の承たらず、
イ
ソ
が
バ
タ
ソ
不満である。
けないのか。
間が形成され、地下界も出来たとされている。そして天界を犀鳥、地下界を水蛇で象徴した樹木がバタソ・ガリソ
で
あ
る
。
パ
タ
ン
・
ガ
リ
ソ
は
、
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
生
活
に
登
場
す
る
。
結
婚
式
や
葬
礼
の
よ
う
な
儀
礼
に
お
い
て
の
承
た
ら
ず
、
裁
判
の
よ
う
な
社
会
過
程
の
場
に
お
い
て
も
紛
争
解
決
が
宇
宙
の
始
源
の
更
新
と
い
う
観
点
か
ら
処
理
さ
れ
る
。
ヒ
デ
ィ
ソ
が
帯
〈
タ
ン
・
ガ
リ
ソ
に
注
目
し
た
の
は
ク
ヵ
ョ
ソ
の
本
質
を
究
め
る
上
で
卓
見
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
解
釈
に
は
不
満
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
バ
タ
ソ
・
ガ
リ
ソ
の
こ
と
に
つ
い
て
気
づ
い
て
お
り
な
が
ら
、
何
故
そ
れ
が
宇
宙
樹
で
あ
る
こ
と
を
結
論
づ
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は
王
を
ひ
き
た
て
る
神
話
的
な
鳥
に
過
ぎ
な
く
な
る
が
、
ガ
ル
ー
ダ
自
身
も
ジ
ャ
ワ
の
王
と
同
様
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
エ
ン
ェ
ー
ソ
は
ガ
ル
ー
ダ
Ⅱ
太
陽
烏
で
あ
る
と
い
う
表
而
だ
け
に
注
目
し
て
い
る
。
ガ
ル
ー
ダ
の
本
質
は
蛇
を
つ
か
む
姿
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ラ
ス
は
、
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
の
サ
ガ
ラ
ソ
（
生
命
の
樹
）
で
示
さ
れ
た
犀
鳥
と
水
蛇
の
対
比
を
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
な
か
に
も
見
い
だ
そ
う
と
し
て
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
な
か
に
描
か
れ
た
ガ
ル
ー
ダ
像
の
こ
と
を
そ
の
例
証
と
し
て
ひ
き
だ
す
。
だ
が
ラ
メ
の
説
で
は
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
に
ガ
ル
ー
ダ
が
柵
か
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
ま
た
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
に
ガ
ル
ー
ダ
像
が
描
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
い
う
事
実
は
説
明
で
き
な
い
。
例
え
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
に
ガ
ル
ー
ダ
が
描
か
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
本
質
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い
。
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
の
サ
ガ
ラ
ソ
を
ク
カ
ョ
ソ
の
原
測
と
し
て
考
え
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
犀
烏
と
水
蛇
と
い
う
デ
ィ
ー
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な
く
、
樹
木
の
象
徴
が
宇
宙
を
示
す
と
い
う
宇
胴
樹
の
発
想
を
読
永
と
る
べ
き
で
あ
る
。
ク
ヵ
ョ
ソ
全
体
は
原
初
の
宇
宙
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
デ
ィ
ー
テ
ー
ル
に
お
い
て
地
下
界
を
、
あ
る
い
は
天
と
地
を
つ
な
ぐ
樹
木
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
も
、
エ
シ
ェ
ー
レ
も
、
ま
た
ラ
メ
に
し
て
も
、
余
り
に
も
ク
ヵ
ョ
ソ
（
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
）
の
デ
ィ
ー
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
、
そ
の
細
部
に
お
け
る
済
合
性
の
鍬
を
追
求
し
て
い
る
。
部
分
的
に
彼
ら
の
几
解
を
支
持
す
る
証
拠
が
見
い
だ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
全
体
と
し
て
の
枠
組
の
な
か
で
こ
そ
意
味
を
与
え
ら
れ
る
で
き
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
い
う
よ
う
に
、
ク
ヵ
ョ
ソ
の
な
か
の
動
物
表
象
が
イ
ソ
ド
の
メ
ル
ー
山
を
守
る
ア
シ
ュ
ウ
イ
ソ
・
デ
ィ
ー
レ
ソ
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
派
し
い
と
し
て
も
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
率
突
で
は
ク
カ
ョ
ソ
の
全
体
像
は
解
明
さ
れ
な
い
。
ま
ず
根
底
に
バ
ソ
ャ
ソ
樹
に
代
表
さ
れ
る
宇
耐
樹
の
観
念
が
あ
り
、
そ
れ
が
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
で
は
サ
ガ
ラ
ソ
と
し
て
表
現
さ
れ
、
ケ
ダ
ソ
族
で
は
天
地
の
分
離
神
話
の
中
核
を
占
め
、
そ
し
て
ジ
ャ
ワ
、
バ
リ
で
は
ク
カ
ョ
ソ
と
し
て
発
達
し
て
き
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
各
地
に
お
け
る
宇
宙
樹
の
形
態
の
迷
い
は
、
そ
れ
こ
そ
文
化
の
違
い
で
あ
り
、
歴
史
的
経
紳
の
差
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ワ
ャ
ソ
の
本
蜘
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
の
説
ほ
ど
よ
く
引
川
さ
れ
る
が
附
題
を
含
ん
だ
も
の
は
な
い
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
は
殆
ど
ラ
ッ
セ
ル
ス
を
無
視
し
て
い
る
。
筆
者
は
そ
こ
ま
で
徹
底
は
で
き
な
い
が
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
と
の
対
決
を
通
し
てよりよい結論が導かれると考えている。ラッセルスはストウッテルハイムとエンェーレの説を検討したあと、
（一一一）
「（ク）カョソは聖なる男子小屋（メソズ・〈ウメ）の正而の雛のミニアチュアだ」と唐突に一一一一ｕう。ラッセルスは
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ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
セ
ピ
ッ
ク
河
畔
の
あ
る
メ
ソ
ズ
・
〈
ウ
メ
の
正
面
の
壁
と
カ
ョ
ソ
と
の
類
似
性
を
根
拠
に
、
一
般
的
に
メ
ソ
ズ
・
ハ
ウ
ス
の
形
態
、
象
徴
的
意
味
は
共
通
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
カ
ョ
ソ
の
大
門
（
セ
ロ
・
ク
ナ
ソ
ク
プ
）
は
メ
ソ
ズ
・
ハ
ウ
ス
の
入
り
口
で
あ
り
、
大
門
の
一
脈
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
な
か
で
秘
儀
の
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
。
抜身の刀を柵えた門番（クルビウソ）は、部外者（特に女性）がなかに入るのを弧く禁じている姿だとするのである。
舌
出
し
の
コ
ロ
の
頭
部
像
と
多
く
の
動
物
表
象
は
、
メ
ン
ズ
・
ハ
ウ
ス
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
て
い
る
神
話
的
表
象
と
同
じ
く
ト
ー
テ
ム
標
章
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
カ
ョ
ソ
に
木
が
お
い
茂
っ
て
い
る
の
は
、
メ
ソ
ズ
・
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
て
い
る
場
所
（
山
、
（一一一一）
森
）
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。
更
に
ラ
ッ
セ
ル
ス
は
別
の
論
文
で
、
カ
ョ
ソ
と
鍛
冶
小
屋
と
の
共
皿
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
鍛
冶
小
屋
は
原
初
の
寺
院
と
し
て
ゑ
な
さ
れ
、
メ
ト
ゥ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
Ⅱ
寺
院
（
山
岳
）
Ⅱ
メ
ル
ー
山
説
を
援
川
す
る
と
、
カ
ョ
ソ
（
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
）
と
鍛
冶
小
屋
と
の
関
連
が
派
生
す
る
と
い
う
。
現
在
の
ジ
ャ
ワ
社
会
に
あ
っ
て
は
、
鍛
冶
職
人
の
秘
儀
性
は
殆
ど
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ジ
ャ
ワ
の
男
性
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
短
剣
（
ク
リ
ス
）
の
職
人
と
そ
の
小
屋
に
は
、
古
代
の
秘
儀
的
な
姿
が
強
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
例
え
ば
鍛
冶
小
屋
の
供
物
や
装
飾
品
の
品
と
そ
の
名
前
の
多
く
は
、
ワ
ャ
ソ
の
会
場
の
そ
れ
と
一
致
す
る
と
い
う
。
そ
の
細
部
の
一
致
の
詳
細
に
つ
い
て
ラ
ッ
セ
ル
ス
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
特
に
鍛
冶
小
屋
の
軒
先
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
飾
り
の
タ
ロ
ッ
プ
が
、
結
蛎
式
や
割
礼
な
ど
の
際
建
て
ら
れ
る
仮
小
屋
の
タ
ロ
ッ
プ
と
同
じ
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
ラ
ッ
セ
ル
メ
は
注
目
す
る
。
結
蛎
式
や
割
礼
は
ワ
ャ
ソ
の
重
要
な
上
滅
の
機
会
で
あ
り
、
そ
こ
に
鍛
冷
屋
の
秘
儀
性
と
ワ
ャ
ソ
（
カ
ョ
ソ
）
と
の
共
通
性
が
ジ
ャ
ワ
か
ら
遠
く
離
れ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
唯
一
の
メ
ソ
ズ
・
ハ
ウ
ス
の
脈
而
の
壁
と
カ
ョ
ソ
と
の
形
態
、
表
象
の
類
似
か
ら
一
般
論
を
ひ
き
だ
す
な
ど
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
説
に
は
確
か
な
根
拠
が
殆
ど
な
い
。
ま
た
鍛
冶
、
鍛
冶
小
屋
、
カ
ョ
ソ
、
ワ
ャ
ソ
の
会
場
と
い
っ
た
等
価
で
な
い
も
の
を
強
引
に
結
び
つ
け
て
ゆ
く
そ
の
論
理
の
展
洲
も
乱
暴
す
ぎ
る
。
そ
の
こ
と
で
ラ
ッ
セ
ル
ス
説
を
捨
て
去
る
前
に
、
彼
の
全
体
と
し
て
の
議
論
の
な
か
で
検
討
し
て
ふ
る
こ
と
は
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
ラ
ッ
セ
ル
ス
は
ジ
ャ
ワ
の
演
劇
の
本
質
は
、
文
化
英
雄
パ
ソ
ジ
の
物
語
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
う
る
と
砿
信
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
の
演
劇
の
発
展
に
お
い
て
、
一
一
一
世
紀
の
ク
デ
ィ
リ
王
国
時
代
は
特
筆
す
べ
き
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
王
権
と
ヴ
ィ
ン
ュ
ヌ
信
仰
と
の
関
係
が
定
着
し
、
パ
ソ
ジ
の
物
語
す
る
。
結
蛎
式
や
割
礼
〈
か
い
ま
見
え
る
と
い
う
。
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がワャソのラコソ（演目）として演じられるようになった。。ハソジの物語は、異説によってその内容の変異が大き
く
、
ま
た
ジ
ャ
ワ
の
糸
な
ら
ず
バ
リ
、
マ
レ
イ
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
国
々
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
あ
え
て
一
般
（一一一一一）
化すると次のようになる。天上界で近親蛎願望をいだく兄と妹（それぞれ太陽と月を象徴）は、地上の別女の王国
の
王
子
と
王
女
に
生
れ
か
わ
り
、
将
来
の
結
婚
を
約
束
さ
れ
る
も
の
の
、
離
別
と
試
練
の
苦
難
を
な
め
、
最
後
に
め
で
た
く
結
ば
れ
る。地上の王国名に一二世紀のクディリ朝時代の地名（クディリ、ダーハ、シソガサーリなど）が登場するので、
。
〈
ソ
ジ
・
ロ
マ
ン
は
あ
る
程
度
史
実
に
元
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
よ
く
な
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
扱
わ
な
い
。
ラ
ッ
セル〆はこの物語を、‐王子の結婚に至るイニシエーンョソだと捉えた。そしてジャワの羽衣神話、稲の起源神話な
ど
。
ハ
ソ
ジ
・
ロ
マ
ソ
の
解
釈
に
必
要
な
他
の
物
詔
を
検
討
し
て
、
相
対
立
す
る
二
つ
の
ト
ー
テ
ム
・
ク
ラ
ソ
と
い
う
仮
定
を
も
ち
川
弘胡凡
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ofTheBritischMuseum，1972,ｐ､３７， 
より転戦。
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す
。
こ
の
仮
定
は
、
イ
ソ
ド
ネ
ン
ァ
で
広
く
ふ
ら
れ
る
円
環
型
婚
姻
組
織
と
類
似
す
る
原
古
の
社
会
組
織
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
を
証
明
で
き
る
も
の
は
何
も
な
い
。
ラ
ッ
セ
ル
ス
に
対
す
る
批
判
は
殆
ど
こ
の
点
に
集
中
し
て
い
る
。
彼
が
男
子
小
屋
と
カ
ョ
ソ
と
の
類
似
性
に
着
目
し
た
背
景
に
は
、
パ
ソ
ジ
・
ロ
マ
ソ
も
男
子
小
屋
も
と
も
に
男
性
の
イ
ニ
シ
エ
ー
ン
ョ
ソ
に
関
ろ
と
い
う
共
通
性
が
暗
黙
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
は
十
分
想
像
で
き
る
。
ま
た
パ
ソ
ジ
と
い
う
言
葉
に
は
鍛
冶
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
鍛
冶
、
あ
る
い
は
短
剣
と
ク
ヵ
ョ
ソ
と
の
関
係
が
証
明
で
き
る
と
も
彼
は
い
う
。
一
般
に
鍛
冶
は
王
権
と
深
く
関
る
が
、
ジ
ャ
ワ
で
も
そ
の
一
般
論
は
適
用
で
き
る
。
だ
が
、
何
と
仰
が
等
置
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
厳
密
に
考
え
な
い
と
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
の
よ
う
な
散
漫
な
結
論
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
彼
の
カ
ョ
ソ
の
大
門
や
動
物
表
象
、
樹
木
に
関
す
る
解
釈
は
、
牽
強
附
会
も
い
い
と
こ
ろ
（一一四）
だ
。
マ
レ
イ
半
島
の
影
絵
で
は
、
グ
ヌ
ソ
ガ
ソ
の
こ
と
を
「
ポ
ホ
ソ
・
プ
リ
ソ
ギ
ソ
」
（
ブ
リ
ソ
ギ
ソ
の
樹
）
と
呼
ぶ
。
こ
の
事
実
は
筆
者
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
マ
レ
イ
の
減
劇
に
お
い
て
影
絵
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
は
い
な
い
が
、
グ
ヌ
ソ
ザ
ソ
（
ク
ヵ
ョ
ソ
）
の
本
質
を
示
す
用
語
が
そ
こ
に
明
瞭
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
ク
ヵ
ョ
ソ
は
あ
く
ま
で
も
宇
宙
樹
で
あ
る
。
も
し
メ
ソ
ズ
・
ハ
ウ
ス
の
形
態
に
似
た
事
例
が
あ
っ
て
も
、
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
の
訓
例
の
よ
う
に
、
社
会
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
が
始
源
の
世
界
の
更
新
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
イ
ニ
シ
エ
ー
ン
ョ
ソ
と
は
何
よ
り
も
原
初
の
世
界
の
体
験
を
強
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
始
源
の
世
界
の
表
象
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
も
当
場
の
こ
と
で
あ
る
。
（一一五）
ク
ヵ
ョ
ソ
の
木
質
を
め
ぐ
る
議
論
の
股
後
に
、
ジ
ャ
ワ
人
セ
ノ
・
サ
ス
ト
回
ア
ミ
ジ
ョ
ョ
の
説
を
検
討
し
て
ふ
よ
う
。
サ
メ
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ョ
の
本
職
は
医
者
で
あ
る
が
、
ワ
ャ
ソ
に
つ
い
て
の
造
詣
は
深
く
、
一
般
に
ジ
ャ
ワ
人
が
ワ
ャ
ソ
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
よ
く
示
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
研
究
者
の
普
通
の
議
論
で
は
な
い
。
哲
学
、
知
識
の
源
泉
と
し
て
の
ワ
ャ
ソ
の
世
界
か
ら
意
味
を
汲
糸
と
ろ
う
と
す
る
人
の
、
偽
ら
ざ
る
心
情
告
白
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、
エ
ン
ェ
ー
レ
、
ヒ
デ
ィ
ソの各説を検討しているが、その解釈は徹底して主観的である。例えば、クカョソはメルー山を象徴するというこ
とから出発して、山ⅡリソがⅡシバ神という連合をひきだし、ワャソの最高神のシバの議論に移る。ワャソの。ハソ
テ
オ
ソ
で
は
、
す
べ
て
の
神
々
の
最
高
存
在
と
し
て
、
サ
ソ
・
ヤ
ソ
・
ウ
ェ
ナ
ソ
が
い
て
、
そ
の
子
供
に
サ
ソ
・
ヤ
ソ
・
ト
ゥ
ソ
ガ
ル
が
い
る
と
さ
れ
る
（
あ
る
い
は
サ
ン
・
ヤ
ソ
・
ト
ゥ
ソ
ガ
ル
の
象
の
場
合
も
あ
る
）
。
彼
の
妻
が
卵
を
生
承
、
そ
の
卵
か
ら
、
ト
ゴ
ッ
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ク
、
ス
マ
ー
ル
、
そ
し
て
ブ
ト
ロ
・
グ
ル
（
シ
バ
）
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
シ
バ
は
イ
ソ
ド
渡
来
の
神
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
ガ
ジ
ュ
・
ダ
ャ
ク
族
の
神
観
念
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
原
始
一
神
教
の
神
観
念
が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
の
な
か
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
が
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
サ
ン
・
ヤ
ソ
・
ウ
ェ
ナ
ソ
、
サ
ン
・
ヤ
ソ
・
ト
ゥ
ソ
ガ
ル
は
決
し
て
一
定
の
形
を
も
っ
た
ワ
ャ
ソ
の
人
形
と
し
て
表
現
さ
れ
な
い
。
一
定
の
形
を
と
る
こ
と
は
最
高
の
神
と
し
て
の
屈
性
に
も
と
る
の
で
あ
る
。
ワ
ャ
ソ
の
最
高
神
を
シ
バ
（
プ
ト
ロ
・
グ
ル
）
で
あ
る
と
い
う
時
、
そ
れ
は
一
定
の
人
形
の
形
を
も
っ
た
神
支
の
な
か
で
の
最
両
神
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
サ
メ
ト
ロ
ァ
ミ
ジ
ョ
ョ
に
よ
る
と
、
神
と
は
全
人
類
の
祖
先
の
力
の
象
徴
で
、
し
ば
し
ば
火
か
ら
成
る
記
念
柱
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
、
塔
と
し
て
描
か
れ
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
脈
理
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
ク
ヵ
ョ
ソ
全
体
は
山
で
も
あ
り
樹
木
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
世
界
の
力
の
中
心
で
あ
り
、
ト
ゥ
ハ
ソ
・
ナ
ゾ
・
マ
ハ
・
エ
サ
Ｃ
な
る
者
、
ジ
ャ
ワ
の
最
高
神
、
サ
ソ
・
ヤ
ソ
・
ウ
ェ
ナ
ソ
と
同
一
の
存
在
）
へ
の
信
仰
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
死
の
王
国
の
な
か
で
生
ま
れ
る
生
命
の
起
源
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
大
門
（
セ
ロ
・
ク
ナ
ソ
ク
プ
）
は
暗
黒
の
世
界
（
来
世
）
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
生
が
光
輝
の
世
界
（
現
世
）
と
永
遠
の
世
界
、
死
の
王
国
と
の
境
界
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
舌
出
し
の
コ
ロ
像
は
、
叢
林
の
支
配
者
、
あ
る
い
は
登
り
始
め
た
太
陽
を
意
味
す
る
。
叢
林
と
は
生
の
完
全
性
に
向
っ
て
闘
争
を
つ
づ
け
る
武
将
（
ワ
ャ
ソ
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
の
こ
と
）
ら
に
は
試
練
の
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
登
り
始
め
た
太
陽
が
邪
悪
な
暗
黒
界
か
ら
地
上
を
狙
う
災
厄
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
更
に
ク
ヵ
ョ
ソ
の
な
か
の
鳥
や
獣
の
な
か
で
、
雄
蝿
と
鳩
は
と
も
に
稲
の
我
端
に
関
連
す
る
と
い
う
。
稲
は
食
物
と
し
て
生
命
を
維
持
し
洲
花
さ
せ
る
た
め
の
原
料
で
あ
り
、
死
を
と
り
除
い
て
く
れ
る
と
い
う
。
花
や
果
実
は
死
の
儀
礼
の
供
物
、
あ
る
い
は
結
婚
式
（
新
ら
し
い
生
命
を
付
与
す
る
）
を
飾
る
も
の
と
し
て
愈
要
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
サ
ス
ト
ロ
ァ
ミ
ジ
ョ
ョ
の
議
論
に
困
惑
を
覚
え
る
者
は
多
い
だ
ろ
う
。
仙
女
の
解
釈
で
は
ふ
る
べ
き
点
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
そ
の
解
釈
は
き
わ
め
て
神
秘
主
義
的
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
は
ク
ジ
ャ
ワ
ソ
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
を
尊
ぶ
人
々
の
宗
教
的
態
度
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
一
切
の
現
象
の
背
後
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
究
極
に
あ
る
も
の
を
「
グ
ス
テ
ィ
」
と
呼
ぶ
の
だ
が
、
神
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
一
神
教
的
な
意
味
で
の
神
で
は
な
い
。
人
間
と
は
超
絶した宇宙の支配者ではない。それは仙人のなかにも存在し、その存在を体感した時はじめて人間は秒ろいゆく世
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界のなかに砿かた手掛りを兄い出すのである。そして宇宙をも動かす原理をそこに見いだすとされる。サメトロア
ミ
ジ
ョ
ョ
は
ク
ヵ
ョ
ソ
の
表
象
の
す
べ
て
に
、
永
遠
（
死
、
神
）
へ
と
続
く
意
思
を
読
糸
と
ろ
う
と
す
る
。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
、
ス
ト
ウ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、
エ
ン
ェ
ー
レ
、
ヒ
デ
ィ
ソ
、
ラ
メ
、
ラ
ッ
セ
ル
ス
と
ク
ヵ
ョ
ソ
に
関
す
る
学
説
を
検
討
し
て
き
た
が
、
ど
う
し
て
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ョ
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
だ
が
我
女
は
、
サ
メ
ト
ロ
ァ
ミ
ジ
ョ
ョ
の
見
解
を
誤
っ
て
い
る
と
斥
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
象
徴
が
現
実
に
生
き
て
い
る
人
女
に
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
を
よ
く
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
ワ
ャ
ソ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
で
、
。
ハ
テ
ッ
ト
・
ソ
ソ
ゴ
（
第
二
部
）
の
ゴ
ロ
・
ゴ
ロ
の
部
分
で
、
ク
ヵ
ョ
ソ
は
裏
返
さ
れ
、
燃
え
さ
か
る
火
、
あ
る
い
は
逆
ま
く
波
の
柵
か
れ
た
伽
が
正
而
に
向
け
ら
れ
る
。
表
と
裏
の
デ
ザ
イ
ン
の
迷
い
を
筆
者
は
何
人
か
の
ダ
ラ
ソ
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ゴ
ロ
・
ゴ
ロ
と
は
「
動
乱
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
火
と
か
波
で
象
徴
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
っ
て
く
れ
る
人
も
い
た
。
だ
が
な
か
に
は
、
表
と
裏
か
ら
、
ラ
イ
ー
ル
（
外
面
）
と
バ
テ
ィ
ソ
（
内
川
）
の
こ
と
に
ふ
れ
、
ジ
ャ
ワ
人
特
有
の
議
論
を
雁
剛
す
る
者
も
い
た
。
つ
ま
り
、
外
面
（
表
）
は
異
っ
て
い
て
も
、
内
而
（
裏
）
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
満
名
な
ダ
ラ
ソ
の
こ
の
説
を
箪
者
は
誤
り
だ
と
は
忍
ら
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ク
ヵ
ョ
ソ
の
本
質
と
い
う
の
は
、
そ
の
象
徴
的
意
味
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
で
の
位
置
、
ワ
ャ
ソ
の
神
智
学
的
背
景
な
ど
と
の
関
述
で
決
め
ら
れ
る
。
本
圃
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
多
様
な
現
象
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
う
る
。
本
稿
で
追
求
し
て
き
た
ク
ヵ
ョ
ソ
の
本
質
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ク
ヵ
ョ
ソ
を
め
ぐ
る
多
様
な
現
実
の
ほ
ん
の
一
つ
で
し
か
な
い
こ
と
を
筆
者
は
十
分
に
心
得
て
い
る
。
注
（一）【口→の》邑図の〉国の（］口くいｐｐｍ◎けの日○○口の］・自（ヨ巴口ロ、勺○の。目）》ご「の岸のぐＨのｑのＰｂｂ・口②－，．
（二）の目は①Ｈｐの】日》】①ロの）○○の庁］Ｐくいのｐｑの国の日の］ワのＨい□〕□ごＰご○］・の。
（三）ジャワのヒンドゥー化については、○・の烏の》巴曰（后の←）》曰けのＨｐＢＰ日凶の口の圃汁のの○ｍｍ・口曽田の庁鈩の厨．円げのロ日『の吋‐
の〕ご可Ｈののｍ・崗国目「且》四・口・旨戸クロム、一九八五、『インドネシア古代史』（有吉殿編訳、天理南力文化研究会臘修）
道友社、を参照した。
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（一五）目〕〕の凶試用口丘日自・ｂｂ．ごＣｌ『・
（一一〈）ドゥ・フリース、一九八四、『インドネシアの民話ｌ比較研究序説ｌ』、法政大学出版局、五七六’八四頁。ガジュ・ダ
ャ
ク
族
の
「
シ
ラ
イ
の
神
話
」
で
は
、
天
と
地
の
往
来
を
片
側
人
間
シ
ラ
イ
に
可
能
に
す
る
の
は
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。
ワ
ク
リ
ガ
ラ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
の
他
界
観
念
に
お
い
て
、
他
界
へ
の
往
来
を
可
能
に
す
る
烏
で
あ
っ
て
、
バ
ン
ヤ
ン
樹
と
同
一
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
シ
ェ
ーラー、一九七九、『ガジュ・ダャク族の神観念』、弘文堂。
（一七）困箆ｓｐいこい］・□の固の庁のの岸の日のｄＰｐｑの【の丙巳。Ｐ曰》〕口の◎け国洋ぐｏｏＨＨｐ＆の○ロ日ｐｐ］）伊ロロロ》同□ご○］戸のロ丙ｐｐｑの》□の①］
（五）【日の》乞留》ロ・ロ、．
（六）の目詳のＨｐの〕日・ＨＣｍＰレロレロＱの日］Ｐ『ロロのｍの国営目口○三庁》甘食の甘曰のの曰ＨｐＱｏｐ①の厨□しＨｏ丘口の。］○ｍ］》》・日ロの国ＰｍＰのＩ
旨日庁甘巨のｚ〕］ロ○球》ｂｂ・恒心ｌｐＪ・
（七）因ｏｐｐの【）ごヨト》Ｆの宛のロ。ＥぐのＰ戸口）巨口嵐冒の］宛。］回］血いのの○日のウのぬい■。、冒丙日圃・崔『ｓは⑯一ｍロロ・属Ｃｌ盆・
（八）○・○の①Ｈ甘〉ご巴）ｚのいい日・日ロの曰けのｇＨのの国庁の〕ロｚ旨の庁のの日丘ｌｏの口冒Ｈ昌団＆】）ｂｂ・屋桿－ｍ．
（九）の官庁］の］・ご。》し□〕島・ｐｐｑ・開国〕ロロ日の目の．宛○日］の、の陣夙の、目勺目］》８．届トー□・
（一ｅ凶日日の門。ご『い】［ゴロのロロロの呂日ワ。］旨ＨｐｓＰｐシＨ汁ｍｐＰＱａ］旨ｇ】○Ｐ勺風ｐ８８ｐｐ曰くの制臼ご甸吋の⑪の〉ロロ・弓、－筐・
（二）中島成久、一九八七、日・月食の記号論、「教養部紀要」（社会科学編）、四四’五○頁。
（’一一）し】○丘の］の》ご図の》ｏＥＱＩ】いくｐｐｍの国〕〕９３ｍの芹○汁口の○の⑩ｎ国のＱの日のぐＰｐＱの三のロの。ロウ○○日》ｂ｝日冒》ご○］・の》ｂｂ・口のＩい＠・
（一一一一）□】ＨｏＰ乞忌・ｏｎのＰ日。》日丘の》【耳ロ。］○ｍ］○ｍし］］宛口８ｍ》弓。］・円〆》シ【日のけい］］］○口のの○○日ロロロ】）ｂ・目の．
（一四）団日口の》］ヨト・尻のロロロ、》少の目。］。【夢の○○］］のＲご①曰彦○色、宮。【Ｐロ向口の（のＨｐＨｐＰｏｐの、圃口勺のＣＤ］の）○］胃のロＱｏｐ勺吋の、、〉
『塀ご□。①ロ②１つ口・
（穴）中崎成久、一
（四）の目算の昌の言》乞皀》曰けの】［のＰ日ロ、。【日ロの国】口目１］ゆく目のｍの○：曰）吾ミ曽巳ミニＱ槌ミミ（、§○『符ミ巳口冨巨言．
□ロ・桿○山－】①。
、駐ロロ・杵－桴、。
一
九
八
六
、
天
の
川
は
ピ
モ
の
セ
ク
テ
ィ
、
「
教
養
部
紀
要
」
（
社
会
科
学
編
）
、
第
五
十
九
号
、
一
六
四
’
七
四
頁
。
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（一九）河口の。】①弓弩目ロの勺凹口〕肖閃○日囚ｐ８ｐｐＰ宛ＰｍｍのＨの．レロロ］］の〕の。【円げの日の。ｍ〕〕□３ｍの口曰○○庁口の曰口＆Ｉ伊凹ロロー固口ご○］丙のロー
丙巨ロロ、『。］・邑Ｐｂ．いいＰ・
（一一ｓ国日日のＨ・己『い》［］岳のｐロロの昌日ウ。］の旨Ｈｐａロロ缶Ｈ［ＰｐＱｏご】］甘口感。Ｐ甸国口８斤○口ご曰くのＢ〕ご甸拭の⑭の》ＣＤ・ヨロー①．
（一一一）閉口、の①Ｈの。ごｍＰｏｐ岳の。Ｈ〕、曰○片岳の］仰くいロのｍの曰丘のｇＨの》曰（田口ロ〕」》旨のｏＢＥＨの国のＨＱ》・日ロの四回、Ｐの－言日芹〕口巨の
ｚ】］ロ○儲ＣＤ・弓のＩ、『・
（一一一一）宛Ｐのｍの８．』し、Ｐｏｐ岳の］Ｐ『Ｐｐのｍの尻国の》甘倉句山口〕〕寧曽の○巳（日の出の８息・ロロ・巴ＰＩｍ・
（一一一一一）中島成久、一九八七、三一一一’五頁。
（一一四）のョの①口の］・巴『い】【ｐ］口目ｍｐｐＰ○コ勺戸ＤＣの【の）目Ｈロ庁の①の○門【ロの口国威の日】【ロのの口日）ごｐ四Ｊ－の．
（一一五）サストロアミジョョ、一九八二、『ワャンの雑礎』、めこん、二一一一○’五一頁。
付記本稿は昭和六一年度法政大学学内助成金による研究成果の一部である。なお、図１，２，６の写真は筆者が撮影したも
のである。
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